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すが、一昨年、新居浜
で産業考古学会の全国
大会があったときに由
来を聞くことができま
した。実はここの地名
自体が「落トシ」とい
う名称なんですね。で
すから音としては同じ
なんですが、「落トシ」
という字をそのまま使
うと、「橋が落ちる」
に通じる、それはよ
くないので、「はるか
遠くに登って志を果た

す」というのでしょうか、このような漢字にしたという
ことを新居浜市の横井邦明さんにお聞きしました。しか
もこの材料はドイツからの輸入品で、その辺のことなど
も現在調査が進んでいるということです。

　次は、みなさまご存じの長浜にある可動橋です。私が
最初に愛媛県に来たきっかけが、長浜大橋です。なぜか
というと私は東京の隅田川にあります勝鬨橋の「あげる
会」の代表もしているのですが、全国の可動橋を調べて
いたとき岡崎さんに「うちにもこういった可動橋がある
んだよ」と教えていただき、見に来たのがはじまりです。
愛媛県との最初のきっかけをつくってくれた橋です。当
時地元では全国で一番古い可動橋というキャッチフレー
ズだったのですが、いろいろ調べていくとそれより古い
鉄道橋の可動橋などもありました。現在では、「現役最
古の道路可動橋」というのが、長浜大橋の正式なキャッ
チフレーズです。非常に貴重な橋で、これは文化庁も注
目しているのですが、いずれは国の重要文化財になるの
ではないかと思います。地元の働きかけも大切なことは

もちろんです。鉄道橋の可動橋が四日市市にあり、それ
は重要文化財になっています。また九州の筑後川には、
鉄道橋の可動橋の筑後川橋梁があります。鉄道が廃止に
なり、撤去の計画もあったのですが、地元の保存要望も
あって、現在は、観光用の歩行者専用橋として可動して
います。これも国の重要文化財です。長浜大橋は、川幅
が広げられたために右岸端部のトラス桁が最近新しいト
ラス桁に代わったのですが、新しいトラス桁は溶接では
なく、むかしと同じようにリベット構造でつくられ、文
化財的な配慮がなされています。そういうことも含めて、
国の重要文化財指定に向けて働きかけるといいのではな
いかと思います。
　このスライドは八幡浜市の明治橋という橋です。昭和
５年に造られたものです。もともとは明治になってはじ
めてこの地に橋がつくられたことが橋名の由来になって
います。見てのとおりコンクリートのアーチ橋です。全
国的なレベルでも、非常に貴重な橋です。この種のタイ
プとしては、わが国で３番目に古いコンクリート・アー
チ橋で、現役の橋としては最古。技術的にも貴重です。
コンクリートというのは圧縮に強いわけですから、下の
部分がアーチになっている上路式のアーチ橋だと、技術
的に納得できます。しかし明治橋のようにアーチが道路
面より上に位置すると、桁のところに引っ張り力が働き、
材料的に無理なつくりですから、こういったローゼタイ
プの下路橋の橋はあまり見られません。構造的に若干無
理、ないしはむずかしい橋をなぜつくったのかというと、
おそらく当時優秀な技術者が愛媛県にいたのではないか、
可動橋も含めてですが、そのように思います。

　それと、愛媛の橋梁面で注目すべきことは、先ほどの
明治橋を含めコンクリート・アーチ橋の先進県ではない
かと、橋梁仲間で話題にしています。技術的な先進県で
あるとともに、デザイン的にもすぐれたコンクリート・

遠登志橋（新居浜市）

明治橋（八幡浜市）

長浜大橋（大洲市）


